
◎
参
加
者
募
集
一
覧

主　

催

５
月

11
日 

㈫

６
月

２
日 

㈬

玉
川
上
水
を
歩
く（
第
４
回
） 

（
中
止
）

関
東
支
部
総
会（
書
面
決
議
に
変
更
・
懇
親
会
は
中
止
）
武
蔵
野

関
東
支
部

実
施
日

内　
　
　
　

容

　

お
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
事
務
局
へ
。

　

今
年
度
の
通
常
総
会
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
を
踏
ま
え
、

さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
検
討
し
た
結
果
、

昨
年
に
引
き
続
き
書
面
決
議
で
開
催
し
、

懇
親
会
は
や
む
な
く
中
止
す
る
こ
と
と

い
た
し
ま
し
た
。会
員
の
皆
様
の
安
全
・

安
心
を
最
優
先
に
考
え
た
末
の
結
論
で

す
の
で
、
何
卒
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
同
封
の
総
会
資
料

（
支
部
だ
よ
り
「
総
会
特
集
号
」）
に
記

載
の
左
記
議
案
に
つ
い
て
、
書
面
（
同

封
ハ
ガ
キ
の
「
表
決
権
行
使
書
」）
に

よ
る
議
決
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

議
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。

第
１
号
議
案

　

①
２
０
２
０
年
度
活
動
報
告

　

②
２
０
２
０
年
度
事
業
収
支
決
算

第
２
号
議
案

　

①
２
０
２
１
年
度
運
営
計
画
（
案
）

　

②
２
０
２
１
年
度
事
業
収
支
予
算（
案
）

　

同
封
ハ
ガ
キ
の
「
表
決
権
行
使
書
」

に
右
記
議
案
の
賛
否
を
ご
記
入
の
上
、

５
月
20
日
㈭
ま
で
に
ご
返
送
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
な
お
、
書
面
に
よ
る
議
決

日
は
６
月
２
日
㈬
と
い
た
し
ま
す
。

　

ご
返
送
の
な
い
場
合
、
お
よ
び
到
着

し
た
書
面
に
賛
否
の
表
示
が
な
い
場
合

は
、
表
決
権
を
支
部
長
に
委
任
し
た
も

の
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。
皆
様
の
ご
意
思
を
可

能
な
限
り
正
し
く
確
認
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ

け
多
く
の
皆
様
か
ら
ご
返
信
を
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

議
案
内
容
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ

せ
は
、
５
月
20
日
㈭
ま
で
に
事
務
局
へ

Ｅ
メ
ー
ル
、
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
事
務
の
混
乱
を
避
け
る
た

め
、
電
話
で
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

誠
に
恐
縮
で
す
が
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
関
東
支
部
事
務
局

Ｅ
メ
ー
ル
＝jtbob@

jtb.gr.jp

Ｆ
Ａ
Ｘ
＝
０
３（
６
２
８
４
）４
８
７
６

　

な
お
、
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
質
問
や

ご
意
見
は
、
直
接
お
答
え
す
る
と
と
も

に
、
支
部
だ
よ
り
７
月
号
に
掲
載
し
、

会
員
の
皆
様
に
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
現
況
は

　

Ｊ‘

ｓ 

Ｍ
ａ
ｇ
ａ
ｚ
ｉ
ｎ
ｅ

　
　
　
　

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
で

　

今
年
１
月
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
新
聞

は
Ｗ
ｅ
ｂ
社
内
報
「
Ｊ‘

ｓ 

Ｍ
ａ
ｇ
ａ

ｚ
ｉ
ｎ
ｅ
」
へ
と
生
ま
れ
変
わ
り
、
主

要
記
事
は
、
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

掲
載
内
容
は
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
現
況
、
新
た

な
営
業
上
の
取
り
組
み
、
社
長
・
役
員

メ
ッ
セ
ー
ジ
、
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
か
ら
の
お
知

ら
せ
な
ど
多
岐
に
渡
り
ま
す
。
写
真
も

交
え
て
、
読
み
や
す
く
再
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

閲
覧
要
領
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
関
東
支
部
Ｈ
Ｐ
を
開
く
。

　

https://jtbob.com
/kanto_hp/wp/

②
画
面
右
側
に
あ
る
「
Ｊ‘

ｓ 

Ｍ
ａ
ｇ

ａ
ｚ
ｉ
ｎ
ｅ
」
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
ク

リ
ッ
ク
。

③
支
部
だ
よ
り
４
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
Ｉ
Ｄ（
ユ
ー
ザ
ー
名
）
と
Ｐ

Ｗ（
パ
ス
ワ
ー
ド
）
を
入
力
。

④
Ｊ‘

ｓ 

Ｍ
ａ
ｇ
ａ
ｚ
ｉ
ｎ
ｅ（
旧
Ｊ

Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
新
聞
）
を
ク
リ
ッ
ク
。

⑤
読
み
た
い
月
号
を
ク
リ
ッ
ク
。
す
る

と
ペ
ー
ジ
単
位
に
再
編
集
さ
れ
た
記

事
が
画
面
に
表
示
さ
れ
ま
す
。
必
要

に
応
じ
、
印
刷
も
で
き
ま
す
。
た

だ
し
、
メ
ー
ル
等
で
の
転
送
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
等
へ
の
掲
載
は
厳
禁
で
す
。

　

な
お
、
Ｈ
Ｐ
へ
の
掲
載
は
、
ひ
と
月

分
ま
と
め
て
月
末
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。

◎
Ｈ
Ｐ
掲
載
内
容
例

１
月
分
＝
①
２
０
２
１
新
春
社
長
・
役

員
メ
ッ
セ
ー
ジ　

②
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
紹

介（
加
藤
総
務
部
長
他
）　

③
ユ
ニ
セ
フ

外
国
コ
イ
ン
募
金　

④
最
前
線
レ
ポ
ー

ト（
個
人
事
業
本
部
Ｗ
Ｅ
Ｂ
販
売
部
）　

⑤
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
関
係
（
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
員
が
語

る
１
０
０
年
史
の
ひ
と
コ
マ
・
入
会
・

訃
報
）

２
月
分
＝
①
Ｊ
Ｔ
Ｂ 

Ｂ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｎ
事
業

②「
Ｄ
２
Ｃ
」
と
は　

③
Ｊ
Ｔ
Ｂ
秋
田
支

店×

Ｊ
Ｔ
Ｂ
ガ
イ
ア
レ
ッ
ク
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
サ
ポ
ー
ト
事
業　

④
Ｊ
Ｔ
Ｂ
地

球
い
き
い
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
他

３
月
号
＝
①
東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年

特
集　

②
日
本
の
旬
東
北　

③
る
る
ぶ

Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
Ｉ
Ｅ
Ｃ
Ｅ　

④
渋
沢
栄
一
と

Ｊ
Ｔ
Ｂ 

⑤
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
関
係（
教
え
て
！

Ｂ
Ｏ
Ｂ
・
入
会
・
訃
報
）
他

　

な
お
、
新
春
社
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
主

要
部
分
抜
粋
は
、
本
部
発
行
の
Ｂ
Ｏ
Ｂ

新
聞
第
22
号
（
４
月
１
日
号
）
に
も
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

第
91
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

と
き
わ
路
倶
楽
部
（
募
集
）

期
日　

６
月
11
日
㈮

場
所　

水
戸
グ
リ
ー
ン
Ｃ
Ｃ

　
　
　

山
方
コ
ー
ス

集
合　

８
時
45
分

ス
タ
ー
ト　

９
時
24
分

募
集　

５
組
20
名

費
用　

プ
レ
ー
費　

５
８
０
０
円

　
　
　
（
諸
税
・
昼
食
込
）

　
　
　

参
加
費　
　

１
０
０
０
円

締
切　

５
月
28
日
㈮

担
当　

大
谷　

広
一

　

☎
０
９
０
（
３
０
９
６
）
９
８
７
０

２
０
２
１
年
度
関
東
支
部
総
会

  

＝
書
面
決
議
で
開
催　

懇
親
会
は
中
止
＝

́
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しょうぶ



ひ
ら
く
し
で
ん
ち
ゅ
う

恵
ま
れ
、
初
夏
を
思
わ
せ
る
最
高
の
ゴ

ル
フ
日
和
で
し
た
。
た
だ
、
前
日
の
雨

の
影
響
で
フ
ェ
ア
ウ
ェ
イ
の
状
態
は
あ

ま
り
良
く
な
く
、
グ
リ
ー
ン
が
非
常
に

早
か
っ
た
上
、
傾
斜
に
カ
ッ
プ
が
切
っ

て
あ
り
、
パ
ッ
ト
は
皆
苦
戦
し
ま
し
た
。

　

全
員
当
倶
楽
部
恒
例
の
参
加
賞
、
名

産
の
サ
ツ
マ
イ
モ
紅
は
る
か
を
お
土
産

に
帰
途
に
つ
き
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
。　
　

Ｇ
Ｈ
Ｎ

優　

勝　

原
田　

隆
昌
さ
ん　

90
16.8
73.2

準
優
勝　

井
内　

貴
明
さ
ん　

97
22.8
74.2

３　

位　

西
袋　

文
枝
さ
ん　

97
21.6
75.4

Ｂ　

Ｇ　

原
田　

隆
昌
さ
ん　

90

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
西
袋　

記
）

 

第
95
回
ゴ
ル
フ
会
（
報
告
）

　

３
月
29
日
、
前
日
の
夜
中
か
ら
降
っ

た
雨
も
上
が
り
、
気
温
も
上
昇
、
絶
好

の
ゴ
ル
フ
日
和
の
中
、
長
竹
カ
ン
ト
リ

ー
ク
ラ
ブ
に
て
、
19
名
の
参
加
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

今
回
よ
り
初
め
て
新
ぺ
リ
ア
方
式
を

 

さ
き
た
ま
倶
楽
部
・
な
ん
た
い
倶
楽
部

合
同
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
（
報
告
）

　

３
月
17
日
、
梅
の
香
残
る
絶
好
の
ゴ

ル
フ
日
和
の
中
、
デ
ィ
ア
レ
イ
ク
カ
ン

ト
リ
ー
倶
楽
部
に
て
、
17
名
の
参
加
で

開
催
し
ま
し
た
。

　

ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
が
き
つ
く
、
グ
リ
ー

ン
も
難
し
い
コ
ー
ス
で
大
い
に
苦
労
し

ま
し
た
が
、
新
ペ
リ
ア
の
鬼
、
嶋
田
さ

ん
が
見
事
３
回
連
続
の
優
勝
を
果
た
し

ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
。　
　

Ｇ
Ｈ
Ｎ

優　

勝　

嶋
田　

義
典
さ
ん　

102
28.8
73.2

準
優
勝　

二
階
堂
晋
一
さ
ん　

93
19.2
73.8

３　

位　

百
戸　

正
行
さ
ん　

100
25.2
74.8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
林　

記
）

 

第
71
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
（
報
告
）

　

３
月
29
日
、
霞
台
Ｃ
Ｃ
筑
波
コ
ー
ス

に
て
、
14
名
の
参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

前
日
の
大
雨
が
嘘
の
よ
う
な
好
天
に

採
用
し
て
の
競
技
会
と
な
り
ま
し
た
が
、

ピ
ン
の
位
置
が
難
し
い
所
に
切
っ
て
あ

り
、
参
加
者
は
苦
戦
さ
れ
て
い
た
方
が

多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
れ
で
も
和
気

藹
々
と
プ
レ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。
そ

の
中
で
、
脊
髄
手
術
後
回
復
さ
れ
、
参

加
さ
れ
た
齋
典
郎
さ
ん
が
、
優
勝
の
栄

光
を
手
に
さ
れ
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
。　
　

Ｇ
Ｈ
Ｎ

優　

勝　

齋　
　

典
郎
さ
ん　

102
27.6
74.4

準
優
勝　

松
尾　

博
臣
さ
ん　

97
21.6
75.4

３　

位　

真
次　

敏
夫
さ
ん　

87
10.8
76.2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
牧　

記
）

 

第
87
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
桜
花
杯（
報
告
）

　

４
月
２
日
、
多
胡
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
に
て
、
20
名
が
参
加
。

　

前
日
の
予
報
で
は
曇
り
で
し
た
が
、

朝
か
ら
快
晴
で
、
歩
く
と
汗
ば
む
程
の

ゴ
ル
フ
日
和
で
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
。　
　

Ｇ
Ｈ
Ｎ

優　

勝　

郡
司　

光
恭
さ
ん　

98
26.4
71.6

準
優
勝　

原
田　

洋
子
さ
ん　

92
19.2
72.8

３　

位　

山
崎　
　

修
さ
ん　

97
24.0
73.0

Ｂ　

Ｇ　

原
田　

隆
昌
さ
ん　

88

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
金
子　

記
）

 

３
月
の
互
選
句

　

３
月
の
兼
題
は
「
鹿
尾
菜
・
自
由
」

春
寒
の
池
に
た
だ
よ
ふ
は
ぐ
れ
鴨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
庭　

英
雄

ひ
じ
き
煮
の
味
は
い
つ
し
か
母
の
味

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
木　

茂
子

黒
髪
の
揺
蕩
う
波
間
長
ひ
じ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

富
岡　

遊
生

遠
く
来
て
遠
く
消
え
ゆ
く
春
の
雷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
宮　

澄
子

風
凪
ぎ
て
砂
浜
染
め
る
鹿
尾
菜
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

行
川　

春
枝

薄
氷
過
行
く
春
の
忘
れ
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

勝
彦

 

３
月
の
互
選
句

　

３
月
の
題
は
「
感
染
者
」

感
染
に
窓
越
し
見
舞
い
も
ど
か
し
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

横
山　

信
之

守
護
霊
も
守
れ
な
か
っ
た
感
染
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

手
塚　
　

実

五
輪
に
は
世
界
中
か
ら
感
染
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
濃　

祥
二

い
つ
ど
こ
で
判
ら
ぬ
ま
ま
の
感
染
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

荒
井　

春
雄

感
染
者
責
め
な
い
街
の
歌
舞
伎
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
田　

圭
子

特
養
に
感
染
者
増
え
補
助
が
増
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川
政
榮

現
代
の
村
八
分
だ
よ
感
染
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

丸
木　

正
登

日
々
増
え
る
自
宅
待
機
の
感
染
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
田　

秀
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
手
塚　

記
）

 

書
道
の
お
勧
め

　

当
同
好
会
は
、
月
２
回
、
火
曜
コ
ー

ス
６
名
を
平
山
正
徑
・
吉
田
和
子
が
、

水
曜
コ
ー
ス
（
入
門
コ
ー
ス
）
２
名
を

安
田
彰
が
講
師
と
し
て
開
催
し
て
お
り

ま
す
。
２
０
２
０
年
は
コ
ロ
ナ
に
翻
弄

さ
れ
る
中
、
平
常
時
は
教
室
で
の
お
稽

古
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
緊
急
事
態
宣

言
が
発
出
さ
れ
た
４
月
〜
６
月
、
１
月

〜
３
月
は
通
信
教
育
に
切
り
替
え
、
一

年
間
予
定
ど
お
り
の
活
動
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

教
材
は
、
書
道
研
究
書
聖
会
発
行
の

「
書
聖
」
を
使
用
し
、
講
師
は
毎
月
の

課
題
を
段
級
に
合
わ
せ
て
お
手
本
半
紙

（
楷
書
・
草
書
・
隷
書
）お
よ
び
条
幅（
草

行
書
20
文
字
）
を
作
成
し
、
手
渡
し
ま

た
は
郵
送
し
て
い
ま
す
。
受
講
生
は
教

材
、
お
手
本
を
参
考
に
書
い
た
作
品
を

提
出
し
、
講
師
の
添
削
を
受
け
た
後
、

さ
ら
に
書
き
込
み
、
清
書
を
期
日
ま
で

に
届
け
ま
す
。
講
師
は
各
人
、
各
書
体

１
点
を
選
び
、
書
聖
会
に
送
付
、
次
月

の
「
書
聖
」
に
結
果
が
掲
載
さ
れ
ま
す
。

ま
た
書
聖
会
で
は
、
上
期
・
下
期
昇
格

試
験
が
あ
り
、
高
段
位
、
高
資
格
取
得

者
が
生
ま
れ
て
お
り
、
目
標
の
「
師
範
」

の
誕
生
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
開
催

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
作
品
展
に
出
展

し
ま
し
た
。
毎
年
参
加
し
て
い
て
貴
重

な
発
表
の
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。
火
曜

コ
ー
ス
５
名
は
７
年
余
り
毎
月
課
題
に

取
り
組
み
、
常
に
新
た
な
目
標
に
挑
戦

し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
今
回
は
手
本
な

し
で
、
半
切
用
紙
に
詩
文
、
字
数
、
書

体
一
切
を
各
人
が
考
え
選
択
し
た
初
め

て
の
創
作
作
品
を
出
品
し
ま
し
た
（
写

真
参
照
）。
書
は
奥
が
深
い
で
す
が
、

最
終
的
に
は
「
自
分
の
字
を
書
く
」
に

尽
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

お
習
字
は
い
つ
で
も
始
め
ら
れ
、
い

つ
で
も
書
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
退

屈
し
の
ぎ
に
は
持
っ
て
来
い
の
趣
味
で

あ
り
、
ま
た
進
歩
が
実
感
で
き
ま
す
。

月
謝
１
０
０
０
円
か
ら
、
教
材
７
５
０

円
、
教
室
見
学
Ｏ
Ｋ
。　
（
平
山　

記
）

 

玉
川
上
水
を
歩
く
（
第
３
回
）

鷹
の
台
か
ら
武
蔵
境
（
報
告
） 

　

四
季
に
色
を
付
け
る
と
し
た
ら
春
は

や
は
り
サ
ク
ラ
色
。
本
シ
リ
ー
ズ
第
３

回
は
、
う
ら
ら
か
な
桜
日
和
の
３
月
31

日
、
30
名
の
参
加
を
得
て
実
施
し
ま
し

た
。
桜
吹
雪
の
中
、
西
武
鷹
の
台
駅
を

歩
き
出
し
、
ま
ず
『
ふ
れ
あ
い
下
水
道

館
』
を
見
学
。
小
平
市
の
下
水
道
整
備

状
況
と
玉
川
上
水
に
関
す
る
展
示
を
中

心
に
『
世
界
の
列
車
の
ト
イ
レ
写
真
展

（
イ
タ
リ
ア
・
ス
イ
ス
編
）』
の
特
別
展

示
が
あ
り
、
多
く
を
学
び
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
遊
歩
道
に
舞
い
落
ち
た
桜

の
花
び
ら
を
愛
で
つ
つ
歩
を
進
め
、
途

中
希
望
者
は『
平
櫛
田
中
彫
刻
美
術
館
』

に
立
ち
寄
り
ま
し
た
。
国
立
劇
場
に
展

示
さ
れ
て
い
る
『
鏡
獅
子
』
の
作
者
で
、

数
々
の
作
品
の
他
、
田
中
が
１
０
０
歳

の
時
に
購
入
し
た
彫
刻
用
の
ク
ス
ノ
キ

が
庭
に
展
示
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
分
量

が
20
年
分
と
知
っ
て
驚
き
ま
し
た
。
齢

 
第
50
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

北
関
東
倶
楽
部
（
募
集
）

期
日　

６
月
15
日
㈫

場
所　

藤
岡
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

集
合　

８
時

ス
タ
ー
ト　

８
時
45
分

募
集　

３
組
12
名

費
用　

プ
レ
ー
費　

６
５
７
０
円

　
　
　
（
諸
税
・
昼
食
込
）

　
　
　

参
加
費　
　

２
０
０
０
円

締
切　

５
月
31
日
㈪

担
当　

須
田　

孝
仁

　

☎
０
９
０
（
１
５
５
４
）
４
４
４
０

 

第
１
１
４
回
な
ん
た
い
杯
ゴ
ル
フ

　
　
　

な
ん
た
い
倶
楽
部
（
募
集
）

期
日　

６
月
16
日
㈬

場
所　

広
陵
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ　
　

集
合　

７
時
50
分

ス
タ
ー
ト　

８
時
35
分

募
集　

４
組
16
名

費
用　

プ
レ
ー
費　
　

５
０
０
０
円

　
　
　
（
諸
税
・
昼
食
込
）

　
　
　

参
加
費　

男
性
１
５
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　

女
性
１
０
０
０
円

締
切　

６
月
８
日
㈫

担
当　

百
戸　

正
行

　

☎
０
９
０
（
６
５
１
５
）
０
６
７
２

 

第
１
０
４
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

さ
き
た
ま
倶
楽
部
（
募
集
）

期
日　

６
月
28
日
㈪

場
所　

ひ
と
と
の
や
Ｃ
Ｃ

集
合　

７
時
45
分

ス
タ
ー
ト　

８
時
30
分

募
集　

３
組
12
名

費
用　

プ
レ
ー
費　

９
４
９
０
円
予
定

　
　
　
（
諸
税
・
昼
食
込
）

　
　
　

参
加
費　
　

１
５
０
０
円

締
切　

６
月
18
日
㈮

担
当　

小
林　

成
夫

　

☎
０
９
０
（
６
１
９
６
）
１
５
４
７

１
０
０
歳
に
し
て
な
お
燃
え
盛
る
創
作

意
欲
を
持
っ
て
い
た
方
で
し
た
。

　

和
食
処
『
一
龍
』
で
、
時
節
柄
控
え

め
に
マ
ス
ク
会
話
を
楽
し
ん
だ
後
、
午

後
は
小
金
井
桜
と
し
て
知
ら
れ
る
桜
道

を
た
ど
り
、
江
戸
の
頃
か
ら
観
桜
客
で

賑
わ
っ
た
小
金
井
橋
を
経
由
し
て
、
都

立
小
金
井
公
園
に
て
小
休
止
。
国
木
田

独
歩
の
石
碑
が
あ
る
桜
橋
を
通
っ
て
武

蔵
境
駅
に
て
解
散
。
筆
者
の
歩
数
計
は

約
２
万
歩
で
し
た
。

　

な
お
、
関
東
支
部
Ｈ
Ｐ
に
「
漫
遊
フ

ォ
ト
日
記
」
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
笑
覧
く
だ
さ
い
。　
　
（
山
田　

記
）

 

第
87
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
（
報
告
）

　

２
月
19
日
、
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
カ
ン

ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
て
、
19
名
の
参
加
で

開
催
し
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
、
少
し

風
が
吹
き
ま
し
た
が
、
２
月
と
は
思
え

な
い
暖
か
い
一
日
で
し
た
。
川
田
さ
ん

が
ベ
ス
グ
ロ
賞
で
の
優
勝
で
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
。　
　

Ｇ
Ｈ
Ｎ

優　

勝　

川
田　

和
夫
さ
ん　

83
12
71

準
優
勝　

坂
井　
　

忠
さ
ん　

86
12
74

３　

位　

宮
田　

孝
之
さ
ん　

95
18
77

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
谷　

記
）

 

第
88
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
（
報
告
）

　

３
月
12
日
、
勝
田
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
に

て
、
17
名
の
参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

曇
り
空
で
し
た
が
、
春
め
い
た
暖
か

さ
で
、
風
も
な
く
、
気
持
ち
良
い
ス
タ

ー
ト
が
で
き
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
、

晴
れ
間
も
見
え
て
、
絶
好
の
ゴ
ル
フ
日

和
と
な
り
ま
し
た
。
優
勝
争
い
は
、
ベ

テ
ラ
ン
の
活
躍
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
。　
　

Ｇ
Ｈ
Ｎ

優　

勝　

本
郷　

勝
好
さ
ん　

94
21
73

準
優
勝　

綿
引　

典
隆
さ
ん　

104
26
78

３　

位　

滝　
　

規
容
さ
ん　

86
6
80

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
谷　

記
）

 

第
１
１
０
回
記
念
大
会

な
ん
た
い
杯
ゴ
ル
フ
（
報
告
）

　

２
月
17
日
、
晴
天
に
恵
ま
れ
た
春
の

陽
気
の
中
、
太
平
洋
ク
ラ
ブ
益
子
コ
ー

ス
に
て
、
14
名
の
参
加
で
開
催
し
ま
し

た
。
優
勝
は
前
回
に
引
き
続
き
実
力
者

の
川
田
さ
ん
、
準
優
勝
と
３
位
は
髙
田

さ
ん
・
石
島
さ
ん
と
、
今
の
時
代
ら
し

く
女
性
の
活
躍
が
目
立
ち
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
。　
　

Ｇ
Ｈ
Ｎ

優　

勝　

川
田　

和
夫
さ
ん　

84
8
76

準
優
勝　

髙
田
久
美
子
さ
ん　

103
24
79

３　

位　

石
島　

恵
子
さ
ん　

101
21
80

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
船
山　

記
）

な
ん
た
い
倶
楽
部

武
蔵
野
倶
楽
部

と
き
わ
路
倶
楽
部

小桜橋近辺を歩く

都立小金井公園にて

第354号 （2）



ひ　
　

じ　
　

き

た　

ゆ　

た

恵
ま
れ
、
初
夏
を
思
わ
せ
る
最
高
の
ゴ

ル
フ
日
和
で
し
た
。
た
だ
、
前
日
の
雨

の
影
響
で
フ
ェ
ア
ウ
ェ
イ
の
状
態
は
あ

ま
り
良
く
な
く
、
グ
リ
ー
ン
が
非
常
に

早
か
っ
た
上
、
傾
斜
に
カ
ッ
プ
が
切
っ

て
あ
り
、
パ
ッ
ト
は
皆
苦
戦
し
ま
し
た
。

　

全
員
当
倶
楽
部
恒
例
の
参
加
賞
、
名

産
の
サ
ツ
マ
イ
モ
紅
は
る
か
を
お
土
産

に
帰
途
に
つ
き
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
。　
　

Ｇ
Ｈ
Ｎ

優　

勝　

原
田　

隆
昌
さ
ん　

90
16.8
73.2

準
優
勝　

井
内　

貴
明
さ
ん　

97
22.8
74.2

３　

位　

西
袋　

文
枝
さ
ん　

97
21.6
75.4

Ｂ　

Ｇ　

原
田　

隆
昌
さ
ん　

90

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
西
袋　

記
）

 

第
95
回
ゴ
ル
フ
会
（
報
告
）

　

３
月
29
日
、
前
日
の
夜
中
か
ら
降
っ

た
雨
も
上
が
り
、
気
温
も
上
昇
、
絶
好

の
ゴ
ル
フ
日
和
の
中
、
長
竹
カ
ン
ト
リ

ー
ク
ラ
ブ
に
て
、
19
名
の
参
加
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

今
回
よ
り
初
め
て
新
ぺ
リ
ア
方
式
を

 

さ
き
た
ま
倶
楽
部
・
な
ん
た
い
倶
楽
部

合
同
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
（
報
告
）

　

３
月
17
日
、
梅
の
香
残
る
絶
好
の
ゴ

ル
フ
日
和
の
中
、
デ
ィ
ア
レ
イ
ク
カ
ン

ト
リ
ー
倶
楽
部
に
て
、
17
名
の
参
加
で

開
催
し
ま
し
た
。

　

ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
が
き
つ
く
、
グ
リ
ー

ン
も
難
し
い
コ
ー
ス
で
大
い
に
苦
労
し

ま
し
た
が
、
新
ペ
リ
ア
の
鬼
、
嶋
田
さ

ん
が
見
事
３
回
連
続
の
優
勝
を
果
た
し

ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
。　
　

Ｇ
Ｈ
Ｎ

優　

勝　

嶋
田　

義
典
さ
ん　

102
28.8
73.2

準
優
勝　

二
階
堂
晋
一
さ
ん　

93
19.2
73.8

３　

位　

百
戸　

正
行
さ
ん　

100
25.2
74.8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
林　

記
）

 

第
71
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
（
報
告
）

　

３
月
29
日
、
霞
台
Ｃ
Ｃ
筑
波
コ
ー
ス

に
て
、
14
名
の
参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

前
日
の
大
雨
が
嘘
の
よ
う
な
好
天
に

採
用
し
て
の
競
技
会
と
な
り
ま
し
た
が
、

ピ
ン
の
位
置
が
難
し
い
所
に
切
っ
て
あ

り
、
参
加
者
は
苦
戦
さ
れ
て
い
た
方
が

多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
れ
で
も
和
気

藹
々
と
プ
レ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。
そ

の
中
で
、
脊
髄
手
術
後
回
復
さ
れ
、
参

加
さ
れ
た
齋
典
郎
さ
ん
が
、
優
勝
の
栄

光
を
手
に
さ
れ
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
。　
　

Ｇ
Ｈ
Ｎ

優　

勝　

齋　
　

典
郎
さ
ん　

102
27.6
74.4

準
優
勝　

松
尾　

博
臣
さ
ん　

97
21.6
75.4

３　

位　

真
次　

敏
夫
さ
ん　

87
10.8
76.2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
牧　

記
）

 

第
87
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
桜
花
杯（
報
告
）

　

４
月
２
日
、
多
胡
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
に
て
、
20
名
が
参
加
。

　

前
日
の
予
報
で
は
曇
り
で
し
た
が
、

朝
か
ら
快
晴
で
、
歩
く
と
汗
ば
む
程
の

ゴ
ル
フ
日
和
で
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
。　
　

Ｇ
Ｈ
Ｎ

優　

勝　

郡
司　

光
恭
さ
ん　

98
26.4
71.6

準
優
勝　

原
田　

洋
子
さ
ん　

92
19.2
72.8

３　

位　

山
崎　
　

修
さ
ん　

97
24.0
73.0

Ｂ　

Ｇ　

原
田　

隆
昌
さ
ん　

88

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
金
子　

記
）

 

３
月
の
互
選
句

　

３
月
の
兼
題
は
「
鹿
尾
菜
・
自
由
」

春
寒
の
池
に
た
だ
よ
ふ
は
ぐ
れ
鴨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
庭　

英
雄

ひ
じ
き
煮
の
味
は
い
つ
し
か
母
の
味

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
木　

茂
子

黒
髪
の
揺
蕩
う
波
間
長
ひ
じ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

富
岡　

遊
生

遠
く
来
て
遠
く
消
え
ゆ
く
春
の
雷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
宮　

澄
子

風
凪
ぎ
て
砂
浜
染
め
る
鹿
尾
菜
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

行
川　

春
枝

薄
氷
過
行
く
春
の
忘
れ
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

勝
彦

 

３
月
の
互
選
句

　

３
月
の
題
は
「
感
染
者
」

感
染
に
窓
越
し
見
舞
い
も
ど
か
し
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

横
山　

信
之

守
護
霊
も
守
れ
な
か
っ
た
感
染
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

手
塚　
　

実

五
輪
に
は
世
界
中
か
ら
感
染
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
濃　

祥
二

い
つ
ど
こ
で
判
ら
ぬ
ま
ま
の
感
染
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

荒
井　

春
雄

感
染
者
責
め
な
い
街
の
歌
舞
伎
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
田　

圭
子

特
養
に
感
染
者
増
え
補
助
が
増
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川
政
榮

現
代
の
村
八
分
だ
よ
感
染
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

丸
木　

正
登

日
々
増
え
る
自
宅
待
機
の
感
染
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
田　

秀
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
手
塚　

記
）

 

書
道
の
お
勧
め

　

当
同
好
会
は
、
月
２
回
、
火
曜
コ
ー

ス
６
名
を
平
山
正
徑
・
吉
田
和
子
が
、

水
曜
コ
ー
ス
（
入
門
コ
ー
ス
）
２
名
を

安
田
彰
が
講
師
と
し
て
開
催
し
て
お
り

ま
す
。
２
０
２
０
年
は
コ
ロ
ナ
に
翻
弄

さ
れ
る
中
、
平
常
時
は
教
室
で
の
お
稽

古
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
緊
急
事
態
宣

言
が
発
出
さ
れ
た
４
月
〜
６
月
、
１
月

〜
３
月
は
通
信
教
育
に
切
り
替
え
、
一

年
間
予
定
ど
お
り
の
活
動
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

教
材
は
、
書
道
研
究
書
聖
会
発
行
の

「
書
聖
」
を
使
用
し
、
講
師
は
毎
月
の

課
題
を
段
級
に
合
わ
せ
て
お
手
本
半
紙

（
楷
書
・
草
書
・
隷
書
）お
よ
び
条
幅（
草

行
書
20
文
字
）
を
作
成
し
、
手
渡
し
ま

た
は
郵
送
し
て
い
ま
す
。
受
講
生
は
教

材
、
お
手
本
を
参
考
に
書
い
た
作
品
を

提
出
し
、
講
師
の
添
削
を
受
け
た
後
、

さ
ら
に
書
き
込
み
、
清
書
を
期
日
ま
で

に
届
け
ま
す
。
講
師
は
各
人
、
各
書
体

１
点
を
選
び
、
書
聖
会
に
送
付
、
次
月

の
「
書
聖
」
に
結
果
が
掲
載
さ
れ
ま
す
。

ま
た
書
聖
会
で
は
、
上
期
・
下
期
昇
格

試
験
が
あ
り
、
高
段
位
、
高
資
格
取
得

者
が
生
ま
れ
て
お
り
、
目
標
の
「
師
範
」

の
誕
生
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
開
催

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
作
品
展
に
出
展

し
ま
し
た
。
毎
年
参
加
し
て
い
て
貴
重

な
発
表
の
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。
火
曜

コ
ー
ス
５
名
は
７
年
余
り
毎
月
課
題
に

取
り
組
み
、
常
に
新
た
な
目
標
に
挑
戦

し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
今
回
は
手
本
な

し
で
、
半
切
用
紙
に
詩
文
、
字
数
、
書

体
一
切
を
各
人
が
考
え
選
択
し
た
初
め

て
の
創
作
作
品
を
出
品
し
ま
し
た
（
写

真
参
照
）。
書
は
奥
が
深
い
で
す
が
、

最
終
的
に
は
「
自
分
の
字
を
書
く
」
に

尽
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

お
習
字
は
い
つ
で
も
始
め
ら
れ
、
い

つ
で
も
書
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
退

屈
し
の
ぎ
に
は
持
っ
て
来
い
の
趣
味
で

あ
り
、
ま
た
進
歩
が
実
感
で
き
ま
す
。

月
謝
１
０
０
０
円
か
ら
、
教
材
７
５
０

円
、
教
室
見
学
Ｏ
Ｋ
。　
（
平
山　

記
）

さ
き
た
ま
倶
楽
部

常

磐

倶

楽

部

湘

南

倶

楽

部

京

葉

倶

楽

部

や
ぐ
る
ま（
川
柳
会
）

書

道

同

好

会

 

玉
川
上
水
を
歩
く
（
第
３
回
）

鷹
の
台
か
ら
武
蔵
境
（
報
告
） 

　

四
季
に
色
を
付
け
る
と
し
た
ら
春
は

や
は
り
サ
ク
ラ
色
。
本
シ
リ
ー
ズ
第
３

回
は
、
う
ら
ら
か
な
桜
日
和
の
３
月
31

日
、
30
名
の
参
加
を
得
て
実
施
し
ま
し

た
。
桜
吹
雪
の
中
、
西
武
鷹
の
台
駅
を

歩
き
出
し
、
ま
ず
『
ふ
れ
あ
い
下
水
道

館
』
を
見
学
。
小
平
市
の
下
水
道
整
備

状
況
と
玉
川
上
水
に
関
す
る
展
示
を
中

心
に
『
世
界
の
列
車
の
ト
イ
レ
写
真
展

（
イ
タ
リ
ア
・
ス
イ
ス
編
）』
の
特
別
展

示
が
あ
り
、
多
く
を
学
び
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
遊
歩
道
に
舞
い
落
ち
た
桜

の
花
び
ら
を
愛
で
つ
つ
歩
を
進
め
、
途

中
希
望
者
は『
平
櫛
田
中
彫
刻
美
術
館
』

に
立
ち
寄
り
ま
し
た
。
国
立
劇
場
に
展

示
さ
れ
て
い
る
『
鏡
獅
子
』
の
作
者
で
、

数
々
の
作
品
の
他
、
田
中
が
１
０
０
歳

の
時
に
購
入
し
た
彫
刻
用
の
ク
ス
ノ
キ

が
庭
に
展
示
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
分
量

が
20
年
分
と
知
っ
て
驚
き
ま
し
た
。
齢

 

第
50
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

北
関
東
倶
楽
部
（
募
集
）

期
日　

６
月
15
日
㈫

場
所　

藤
岡
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

集
合　

８
時

ス
タ
ー
ト　

８
時
45
分

募
集　

３
組
12
名

費
用　

プ
レ
ー
費　

６
５
７
０
円

　
　
　
（
諸
税
・
昼
食
込
）

　
　
　

参
加
費　
　

２
０
０
０
円

締
切　

５
月
31
日
㈪

担
当　

須
田　

孝
仁

　

☎
０
９
０
（
１
５
５
４
）
４
４
４
０

 

第
１
１
４
回
な
ん
た
い
杯
ゴ
ル
フ

　
　
　

な
ん
た
い
倶
楽
部
（
募
集
）

期
日　

６
月
16
日
㈬

場
所　

広
陵
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ　
　

集
合　

７
時
50
分

ス
タ
ー
ト　

８
時
35
分

募
集　

４
組
16
名

費
用　

プ
レ
ー
費　
　

５
０
０
０
円

　
　
　
（
諸
税
・
昼
食
込
）

　
　
　

参
加
費　

男
性
１
５
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　

女
性
１
０
０
０
円

締
切　

６
月
８
日
㈫

担
当　

百
戸　

正
行

　

☎
０
９
０
（
６
５
１
５
）
０
６
７
２

 

第
１
０
４
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

さ
き
た
ま
倶
楽
部
（
募
集
）

期
日　

６
月
28
日
㈪

場
所　

ひ
と
と
の
や
Ｃ
Ｃ

集
合　

７
時
45
分

ス
タ
ー
ト　

８
時
30
分

募
集　

３
組
12
名

費
用　

プ
レ
ー
費　

９
４
９
０
円
予
定

　
　
　
（
諸
税
・
昼
食
込
）

　
　
　

参
加
費　
　

１
５
０
０
円

締
切　

６
月
18
日
㈮

担
当　

小
林　

成
夫

　

☎
０
９
０
（
６
１
９
６
）
１
５
４
７

１
０
０
歳
に
し
て
な
お
燃
え
盛
る
創
作

意
欲
を
持
っ
て
い
た
方
で
し
た
。

　

和
食
処
『
一
龍
』
で
、
時
節
柄
控
え

め
に
マ
ス
ク
会
話
を
楽
し
ん
だ
後
、
午

後
は
小
金
井
桜
と
し
て
知
ら
れ
る
桜
道

を
た
ど
り
、
江
戸
の
頃
か
ら
観
桜
客
で

賑
わ
っ
た
小
金
井
橋
を
経
由
し
て
、
都

立
小
金
井
公
園
に
て
小
休
止
。
国
木
田

独
歩
の
石
碑
が
あ
る
桜
橋
を
通
っ
て
武

蔵
境
駅
に
て
解
散
。
筆
者
の
歩
数
計
は

約
２
万
歩
で
し
た
。

　

な
お
、
関
東
支
部
Ｈ
Ｐ
に
「
漫
遊
フ

ォ
ト
日
記
」
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
笑
覧
く
だ
さ
い
。　
　
（
山
田　

記
）

 

第
87
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
（
報
告
）

　

２
月
19
日
、
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
カ
ン

ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
て
、
19
名
の
参
加
で

開
催
し
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
、
少
し

風
が
吹
き
ま
し
た
が
、
２
月
と
は
思
え

な
い
暖
か
い
一
日
で
し
た
。
川
田
さ
ん

が
ベ
ス
グ
ロ
賞
で
の
優
勝
で
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
。　
　

Ｇ
Ｈ
Ｎ

優　

勝　

川
田　

和
夫
さ
ん　

83
12
71

準
優
勝　

坂
井　
　

忠
さ
ん　

86
12
74

３　

位　

宮
田　

孝
之
さ
ん　

95
18
77

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
谷　

記
）

 

第
88
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
（
報
告
）

　

３
月
12
日
、
勝
田
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
に

て
、
17
名
の
参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

曇
り
空
で
し
た
が
、
春
め
い
た
暖
か

さ
で
、
風
も
な
く
、
気
持
ち
良
い
ス
タ

ー
ト
が
で
き
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
、

晴
れ
間
も
見
え
て
、
絶
好
の
ゴ
ル
フ
日

和
と
な
り
ま
し
た
。
優
勝
争
い
は
、
ベ

テ
ラ
ン
の
活
躍
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
。　
　

Ｇ
Ｈ
Ｎ

優　

勝　

本
郷　

勝
好
さ
ん　

94
21
73

準
優
勝　

綿
引　

典
隆
さ
ん　

104
26
78

３　

位　

滝　
　

規
容
さ
ん　

86
6
80

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
谷　

記
）

 

第
１
１
０
回
記
念
大
会

な
ん
た
い
杯
ゴ
ル
フ
（
報
告
）

　

２
月
17
日
、
晴
天
に
恵
ま
れ
た
春
の

陽
気
の
中
、
太
平
洋
ク
ラ
ブ
益
子
コ
ー

ス
に
て
、
14
名
の
参
加
で
開
催
し
ま
し

た
。
優
勝
は
前
回
に
引
き
続
き
実
力
者

の
川
田
さ
ん
、
準
優
勝
と
３
位
は
髙
田

さ
ん
・
石
島
さ
ん
と
、
今
の
時
代
ら
し

く
女
性
の
活
躍
が
目
立
ち
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
。　
　

Ｇ
Ｈ
Ｎ

優　

勝　

川
田　

和
夫
さ
ん　

84
8
76

準
優
勝　

髙
田
久
美
子
さ
ん　

103
24
79

３　

位　

石
島　

恵
子
さ
ん　

101
21
80

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
船
山　

記
）

第354号（3）



し
で
、
半
切
用
紙
に
詩
文
、
字
数
、
書

体
一
切
を
各
人
が
考
え
選
択
し
た
初
め

て
の
創
作
作
品
を
出
品
し
ま
し
た
（
写

真
参
照
）。
書
は
奥
が
深
い
で
す
が
、

最
終
的
に
は
「
自
分
の
字
を
書
く
」
に

尽
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

お
習
字
は
い
つ
で
も
始
め
ら
れ
、
い

つ
で
も
書
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
退

屈
し
の
ぎ
に
は
持
っ
て
来
い
の
趣
味
で

あ
り
、
ま
た
進
歩
が
実
感
で
き
ま
す
。

月
謝
１
０
０
０
円
か
ら
、
教
材
７
５
０

円
、
教
室
見
学
Ｏ
Ｋ
。　
（
平
山　

記
）

　

齢
74
歳
。
深
谷
に
暮
ら
し
、
早
24
年
。

毎
日
が
日
曜
日
の
生
活
に
も
慣
れ
、
一

昨
年
よ
り
２
年
間
、
自
治
会
の
副
会
長

を
務
め
上
げ
ま
し
た
。

　

住
み
始
め
は
、
た
だ
た
だ
広
が
る
畑

と
冬
か
ら
春
に
か
け
て
の
空
っ
風
ば
か

り
。
海
も
な
け
れ
ば
山
も
な
い
。
し
か

し
、
そ
ん
な
深
谷
に
も
光
が
差
し
込
み

ま
し
た
。
何
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
の

舞
台
と
な
っ
た
の
で
す
。
日
本
経
済
の

父
、
渋
沢
栄
一
が
主
人
公
で
す
。
こ
こ

ぞ
と
ば
か
り
に
町
に
は
大
河
フ
ィ
ー
バ

ー
が
起
こ
り
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
栄
一

に
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
さ
れ
、
日
々
発
展
を

遂
げ
て
い
く
我
が
町
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会

に
深
谷
に
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

　

さ
て
町
の
宣
伝
は
こ
れ
く
ら
い
に
し

て
、
私
の
こ
と
を
お
話
し
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
朝
は
ラ
ジ
オ
体
操
に
始
ま
り
、

ゴ
ミ
出
し
、
妻
が
仕
事
に
出
た
後
は
食

器
洗
い
に
部
屋
の
掃
除
。
昼
は
、
休
憩

に
帰
っ
て
く
る
妻
の
食
事
を
作
り
、
そ

の
後
が
私
の
フ
リ
ー
タ
イ
ム
で
す
。

　

数
年
前
に
出
場
し
た
東
京
マ
ラ
ソ
ン

完
走
の
感
動
が
忘
れ
ら
れ
ず
、
今
も
約

１
時
間
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
マ
ラ
ソ
ン
大
会
も
中
止
に

な
ら
ざ
る
を
得
な
い
昨
今
で
す
が
、
再

び
開
催
さ
れ
る
日
の
た
め
に
走
る
、
走

る
。
加
齢
に
よ
る
衰
え
に
抗
う
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
一
日
も
早
い
コ
ロ
ナ

の
終
息
を
祈
り
な
が
ら
『
継
続
は
力
な

り
』
と
、
頑
張
っ
て
い
る
日
々
で
す
。

　

次
の
４
名
の
方
々
で
す
。（
敬
称
略
）

〈
11
月
分
〉

小
見
山
久
実
子

〈
12
月
分
〉

桝
田
満
一
（
お
せ
ち
の
鉄
人
）

〈
２
月
分
〉

鎌
田
隆
三　

中
島
嘉
秋

　

次
の
21
名
の
方
々
で
す
。（
敬
称
略
）

〈
12
月
分
〉

林　
　

守

〈
２
月
分
〉

飯
尾
佳
弘　

押
田
葉
子　

陰
山
卓
司

鎌
田
隆
三　

栗
田　

保　
塩
野
ま
す
み

庄　

達
夫　

鈴
木
克
明　

曽
我
和
恵

中
島
嘉
秋　

中
村
雄
征　

並
木　

清

西
袋
哲
也　
沼
倉
恵
一
郎　

浜
名
誠
一

濱
野
キ
ヨ
子　

山
口　

真　
山
瀬
亀
和
武

鷲
澤
典
子　

小
見
山
進

 

新
入
会
員
勧
誘
の
お
声
が
け
を
！

　

Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
に
は
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
お
よ
び
Ｊ

Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
会
社
・
団
体
に
お
い
て
、

社
員
・
契
約
社
員
と
し
て
５
年
以
上
勤

務
し
、
退
職
し
た
方
で
あ
れ
ば
、
入
会

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
右
記
に
該
当
し
な
い
場
合
や
、

会
員
お
よ
び
会
員
資
格
の
あ
る
方
が
死

去
し
た
場
合
、
そ
の
配
偶
者
の
方
も
、

当
該
支
部
の
理
事
会
の
承
認
を
得
て
入

会
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

お
近
く
に
そ
の
よ
う
な
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
お
声
が
け
く

だ
さ
い
。

 

《
プ
レ
ゼ
ン
ト
！
》　

ぐ
る
っ
と
パ
ス
２
０
２
１

　

コ
ロ
ナ
禍
で
遠
出
が
は
ば
か
ら
れ
ま

す
が
、
街
歩
き
に
は
最
高
の
季
節
で
す
。

東
京
周
辺
の
美
術
館
や
博
物
館
、
庭
園

を
訪
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。
こ
の
パ
ス
は

99
の
美
術
館
・
博
物
館
・
庭
園
・
動

物
園
・
植
物
園
を
た
っ
た
２
５
０
０
円

で
回
る
こ
と
が
で
き
る
、
大
変
に
お
得

な
パ
ス
で
す
（
有
効
期
間
２
カ
月
）。

　
「
ぐ
る
っ
と
パ
ス
２
０
２
１
」
を
抽

選
で
３
名
の
方
に
進
呈
し
ま
す
。
奮
っ

て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
先　

〒
１
３
０―

０
０
１
５

　
　
　
　

墨
田
区
横
網
１―

４―

１

　
　
　
　

東
京
都
歴
史
文
化
財
団
内

　
　
　
　

ぐ
る
っ
と
パ
ス
事
務
局

締
切　

５
月
25
日
㈫

　

抽
選
の
結
果
発
表
は
、
発
送
を
も
っ

て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 

関
東
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

お
知
ら
せ
通
知
登
録
の
お
勧
め

　

支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
以
下
Ｈ
Ｐ
）

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
か
ら
、
約
２
年
経
過
し

ま
し
た
が
、
お
知
ら
せ
通
知
登
録
者
は

未
だ
８
人
に
１
人
程
度
で
す
。

　
「
お
知
ら
せ
通
知
登
録
」
は
、Ｈ
Ｐ
の

ト
ッ
プ
画
面
に
お
知
ら
せ
（
訃
報
・
行

事
報
告
・
事
務
局
情
報
な
ど
）
が
掲
載

さ
れ
る
と
、
登
録
し
た
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
に
、
そ
の
お
知
ら
せ
が
自
動
的
に
届

く
便
利
な
仕
組
み
で
す
。
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
で
も
可
能
で
す
。

　

お
知
ら
せ
通
知
登
録
の
方
法…

…

①
関
東
支
部
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
画
面
右
に

あ
る
「
お
知
ら
せ
通
知
登
録
」
で
、

所
属
す
る
地
区
倶
楽
部
を
選
択
し
ま

す
（
プ
ル
ダ
ウ
ン
が
あ
る
場
合
は
そ

の
中
か
ら
選
択
）。

②
姓
、
名
に
漢
字
で
入
力
し
、
受
信
す

る
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
入
力
し
ま
す
。

③
登
録
を
ク
リ
ッ
ク
し
ま
す
。

④
登
録
ア
ド
レ
ス
の
受
信
ト
レ
イ
で
通

　

知
登
録
を
承
認
し
て
完
了
で
す
。

　

な
お
、「
関
東
支
部
お
知
ら
せ
通
知
」

に
登
録
さ
れ
れ
ば
、
自
動
的
に
本
部
Ｈ

Ｐ
に
も
登
録
さ
れ
、
本
部
の
掲
載
情
報

の
通
知
が
届
き
ま
す
。
便
利
な
機
能
を

ぜ
ひ
と
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 

八
重
洲
総
合
健
診
セ
ン
タ
ー

「
早
期
割
引
料
金
」
を
設
定

　

八
重
洲
総
合
健
診
セ
ン
タ
ー
は
、
Ｂ

Ｏ
Ｂ
会
員
と
そ
の
配
偶
者
向
け
に
、
２

０
２
１
年
度
も
「
人
間
ド
ッ
ク
早
期
割

引
料
金
」
を
設
定
し
ま
し
た
。

　

健
康
診
断
は
、
定
期
的
に
継
続
し
て

受
診
す
る
こ
と
が
、
疾
病
の
早
期
発
見
、

早
期
治
療
に
最
も
重
要
で
す
。
ぜ
ひ
と

も
こ
の
機
会
に
受
診
し
、
健
康
維
持
に

お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

期
間　

７
月
31
日
㈯
ま
で

対
象　

Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
員
と
そ
の
配
偶
者

コ
ー
ス　

人
間
ド
ッ
ク
（
総
合
健
診
）

料
金　

３
９
６
０
０
円
（
消
費
税
込
）

申
込　

電
話
ま
た
は
４
月
号
に
同
封
の

専
用
申
込
書
に
て
。
電
話
の
場

合
は
「
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
員
早
期
割
引

利
用
」
と
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
　

☎
０
３
（
３
２
７
４
）
２
８
６
１

＊
詳
細
は
４
月
号
同
封
の
チ
ラ
シ
を
ご

参
照
く
だ
さ
い
。

◎
本
部
・
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）

閲
覧
コ
ー
ド

ユ
ー
ザ
ー
名
＝
ｊ
ｔ
ｂ
ｏ
ｂ
ｏ
ｇ

パ
ス
ワ
ー
ド
＝
２
４
３
１
９

　

本
部
Ｈ
Ｐ
の
会
員
向
け
掲
示
板
、
お

よ
び
支
部
Ｈ
Ｐ
の
Ｊ
’ｓ 

Ｍ
ａ
ｇ
ａ
ｚ

ｉ
ｎ
ｅ
や
訃
報
な
ど
を
閲
覧
す
る
際
に
、

入
力
が
必
要
で
す
。

訃
　
　
　
　
報

林　
　

哲
夫
さ
ん　
　
（
87
歳
）

令
和
３
年
３
月
19
日

三
富　

輝
雄
さ
ん　
　
（
72
歳
）

令
和
３
年
３
月
19
日

前
原　

義
正
さ
ん　
　
（
77
歳
）

令
和
３
年
３
月
25
日

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

お
客
様
紹
介
運
動
の

実　
　

績

Ｊ
Ｔ
Ｂ
ナ
イ
ス
ギ
フ
ト

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

お

知

ら

せ

会
員
だ
よ
り

徒
然
な
る
ま
ま
に北

関
東
　
中
堀　

勇

（4）第354号


